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1. はじめに

(1) 香取の海と古墳について

香取の地は，古墳時代においては『香取の海』

と呼ばれた入海が存在し，『香取の海』を介在と

した地域文化の熟成と時代の大きなうねりの伝

授という両面性を持つ地域であった．古墳時代

前期には香取郡干潟町の滝台古墳や香取郡下総

町の大日山古墳が築造され，中期には干潟町の

御前鬼塚古墳のように墳丘の周囲に長方形の周

溝を持つものや，利根川流域を中心に香取郡神

崎町の能照寺裏古墳や小松古

墳，佐原市の禅照寺山古墳等

が出現する．特に小見川周辺

に所在する古墳出土の石枕や

石製模造品は早くから注目さ
(I) 

れていた．全国的に見ても石

枕や石製模造品はその分布が

千葉・茨城両県に顕著であり，

香取の地はまさにその中心に
(21 

あると言える．

さらに，この地域色豊かな遺

物とは対照的に大和の勢力の

影響力を顕著に示すいくつか

の例を挙げることもできる．

当時の『香取の海』の周辺

には，『香取の海』を眼下に見

下ろすことのできたであろう

と推定される標高45mの小高

い台地上に城山古墳群が位置

し，平地には長持形石棺の埋

葬されていた大塚山古墳を含む豊浦古墳群や香

取神宮へつづ＜台地上に位置する神里古墳群が

あり，小見川周辺が古代香取の重要な拠点であ

ったことを示している．

こうした古墳の中でも小見川高校の移転を契

機に消滅したとはいえ，かつて城山古墳群に所

在し神獣鏡を出土した城山 1 号墳は『香取の海』

を語るうえで欠くことのできない存在である．

調査は，昭和38年立正大学文学部考古学研究

室によって実施され，遺物は現在小見川町立文

化財保存館に収蔵され県指定有形文化財となっ

ており，横穴式の石室は城山公園内に移築展示

（国土地理院 I : 25,000 佐原東部使用）

図 1 位置
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図 2 城山 l 号墳墳丘全景

されている ．

城山 l 号墳は，全長68m, 前方部幅36m, 後

円部径32mの前方後円墳である ．

後円部南側の周溝から確認された石敷は後円

部南側に開口した片袖式の横穴式石室まで続い

ており， 墳丘からは円筒埴輪や形象埴輪の埴輪

列，土師器，須恵器等確認されたが松の植林に

より，埴輪の多くが上部を欠損していた ．

玄室内の出土遺物として ， 頭椎大刀 ・ 円頭大

刀 ・ 環頭大刀 ・ 直刀 ・ 鉄製刀子 ・ 鹿角製刀子 ．

鉄鏃の武器類， 衝角付兜 ・ 桂甲 ・ 朧当の武具類，

鞍 ・ 壺鐙 ． 轡 ・ 雲珠の馬具類の他， 金銅環， 銀

環， 金銅鈴， 銀球， 金銅板， 針， 懸金具， 玉類
131 

等と共に神獣鏡の出土が報告されている ．

(2) 城山 1 号墳出土の神獣鏡について

城山 1 号墳出土の神獣鏡は， 玄室左側の木棺

中央部西寄りのところで鏡面を上に向けて出土

しており，紐の部分や文様面に繊維の付着が見

られることから布に包んで副葬 したと推定され

ている ． 鏡式は鏡縁部が断面三角形のいわゆる

三角縁神獣鏡で，その図柄から三神五獣鏡であ

る ． 内区の鋸歯文帯の外側に銘文帯を持ち ， 「吾

作明覚甚大好」ではじまる右廻り の銘を記す．

既に先学の研究により京都府椿井大塚山古墳

及び岐阜県可児町出土の鏡と同型関係にあるこ
(,1) 

とが指摘されている ．
鏡の文様は内区の神獣像の縁に三角形の鋸歯

文を配し外周に銘文帯がくる ． 銘文帯の外側の

キャタピラ状の櫛歯文から一段高くなった外区

では二重の鋸歯文，その外側に複波文， さらに

外側に鋸歯文を巡らせ， 断面三角形の縁部へと

続< .

内区には四つの乳と六つの小乳により分割さ

れた区画に神獣像はじめ三角縁神獣鏡に独特な

松笠状の文様等が配置され， このうち神仙像は
(5) 

いづれも渦状冠を被る ．

二神の並ぶ構図のうち右側の像では渦状冠も

簡略化され足元に逆三角形の突起が 1 個描かれ

ているのに対し ， 左側の像では突起が 2 個描か

れるほか頭の渦状冠の中央には紐に向かって突

起をそえている ． 神像の区別の明確な奈良 ・ 大

塚新山古墳出土の吾作銘四神四獣鏡では前者の

神像の脇には「西王母」銘があり ， 後者につい

ては神像の脇に「東王父」銘がある ．

この二神像と紐を挟んで対応する位置に獣像

と並んだ単身の神像がゆったりと控えており ，

他の二神像より も丁寧な表現で描かれている ．

前述の大塚新山の吾作銘四神四獣鏡では東王父

の表現は裾を広げた描き方をしており ， あるい
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図 3 吾作銘三神五獣鏡
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は単身の神像が東王父であるのかもしれないが

被り物から観察すると西王母である可能性も否

定できない．

京都・椿井大塚山古墳出土の吾作銘四神四獣

鏡の神像において三山冠を被る神像に「東王父」

銘が，渦状冠を被る神像に「西王母」銘がそれ

ぞれ刻まれており，この西王母像は足元に逆三

角形の突起が 1 個描かれている．

このことから城山 1 号墳出土鏡の渦状冠を被

り，足元に逆三角形の突起が 1 個描かれている

神像は西王母である可能性は高い．細部の特徴

を観察すると三つの神像はそれぞれ微妙に表現

を異にしており特定できる可能性も残している

が，神獣像の詳細な分析について紙面を削くの
(6) 

は本稿の論旨からそれるため別稿に譲りたい．

2. 銘と鏡式

城山 l 号墳出土の神獣鏡に刻まれた銘を検討

するにあたり，鏡の銘がどのように移り変って

きたか簡単に確認しておきたい．

鏡の銘は，中国の春秋戦国時代末期において

文様の一部であったことを受けて，前漢の初期

においては他の文様の従属的な位置付けであっ

たが，中期武帝代に至り主文様の座を得ること

となる．例えば，蝠蜻文鏡では「大楽貴富得

所好千秋萬歳延年益蘊」「大楽貴富千秋萬
歳宜酒養」等の銘文が既に成立している．同
時代の重圏文鏡においても銘文帯が鏡背の主体.. 
となり銘文も「内清質以昭明 光輝象而夫日月

心忽揚而願忠然奎塞而不泄」のいわゆる『昭明』

塁銘の単圏のタイ ，あるいは「見日之光長母

相忘」のいわゆる『日光』銘と「紹精白而事君

寇而；云之倉明偲玄錫之澤流恐疏遠而日忘

懐歴美之窮噛外承曜之可兌思穿1兆之令京

願永思而母絶」のいわゆる『精白』銘の内外両

圏における組み合わせのタイヲ，「清浪銅華以為
鏡照察衣服観容能絲繭雑還以信清光平成

宜佳人」と雲雷文の組み合わせのタイ}, 内外
両圏ともに銘文のある（内圏）「久不相見長母

相忘」（外圏）「常宜子孫分日番昌 千秋万歳楽

未央宜吏■精明光分■■」タイプといずれも

簡潔な表現ながら豊かな感情を詩文に詠いあげ

ており，銘文で重圏文鏡と近接した印象のある

草葉文鏡においても「見日之光天下大明」あ

るいは「見日之光長母相忘」「日有喜宜酒食

長貴富 楽母』」といった一層簡潔で整った文
体の銘が好んで用いられている．

この他，連弧文鏡では銘の字間に『O』『◇』
四

を挟む「見日之光天下大明」や「見日之光長~... 
思母、いヽ」の『日光』銘，「日有喜月有富 楽母事

常得意美人會竿認侍賣市程萬物平老復丁死
II~ 

復生酔不知醒旦星」の『日有喜』銘，「黎清白
而事君寇；云志騨之倉明之玄錫之澤流恐疏
遠而日忘懐歴美之窮喘外承罐之可兌慕空

叩

1兆之令京願分永思而母絶清光哉宜佳人」の

『清白』銘の成立もこの時代に求められる．

この時代においては，鏡式を越えて類似する

銘文を用いる場合の多いことが認められる．ま

た，これらの銘の解釈の際，『楚辞』が大いに参

考とされることは先学の研究により指摘されて

し'是
前漢後・晩期から後漢前期には高位高官・不

老不死・子孫繁栄等を表現した吉祥句を特徴と

し，神仙思想の流行を反映したものとなる．紀

氏銘（尚方作，王氏作等）が出現し銅鏡の流通

が顕著となるのもこの時期である．

漢式鏡の最も特徴的な，かつて TLV 鏡と呼ば

れた一連の文様をもつ規矩文鏡において，

「尚方御覚大母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟不祥朱鳥玄武順陰陽子孫備具居中央長

保二親楽富昌 寿散金石如侯王分」

「尚方作鏡真大好上有仙人不知老渇飲玉泉

飢食棗浮滞天下赦四海寿如金石為国保」

「王氏作鏡真大好上有仙人不知老渇飲玉泉

飢食棗浮漉天下赦四海寿如金石之国保」

「新有善銅出丹陽和以銀錫清且明左龍右虎

主四彰朱爵玄武順陰陽」

「杜氏作覚四夷服多賀新家人民息胡虜珍滅

天下復風雨時節五穀熟長保二親受大福伝
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吉後世子孫力 官位高」等の銘の成立した時期

でもある．

神仙思想流行の傾向は後漢中期の銘文や神獣

鏡・画像鏡の文様にも反映され，わが国の古墳

時代の神獣鏡に配された銘と文様の起源となる

ものの多くはこの時代にまで遡ることができる．

後漠中期に至り銘文中に年号を入れる紀年銘鏡

の流行が見られるようになるが，最古の紀年銘

は五島美術館蔵の複線波紋縁連弧紋鏡の『居摂
081 

元年（紀元 6 年）』銘である．

神獣鏡，画像鏡に記された銘や文様は神仙界

の逸話を素材としており，『西王母』『東王父』

『王子喬』『赤松子』といった伝説上の神仙の超

現実的な説話を文様化し，吉祥句で銘を飾るこ

とで鏡の所有者の縁起を喚起する信仰的な性格

を強めている．

神獣鏡の最も古いものは「元興元年五月丙午」

銘の環状乳三神三獣鏡である．

「元興元年五月丙午日天大赦広漢造作尚方明

覚幽液三商周得無極世得光明長楽未央

富且昌宜侯王師命長生如石位至三公
1191 

寿如東王父西王母仙人子立至公侯」

また，『建安』年号銘鏡では出土地が判明してい

るものは安徽省蕪湖，江蘇省鎖江，浙江省の紹

興，余挑，衝）小I, 湖北省郡城といった揚子江流

域の江南の地域のもので占められている．

「吾作明覚幽演宮商周羅容象五帝天皇

白牙単琴黄帝除凶朱鳥玄武白虎青龍君
孟宜高官子孫番昌建安十年造大口」

後漠後晩期の「長宜子孫」銘をもつ連弧文（内

行花文）鏡において紐座を囲む四媒文に『長』

『宜』『子』『孫』が一字づつ配されている．なお，

このほか連弧文鏡の銘には「長宜高官」「位至三

公」「寿如金石」等が象徴的に見うけられ，わが

国出土の鏡に見られる銘の多くは漢代末には既

に成立していることが解る．

その後，魏晋南北朝時代の中国における鏡の

製作自体がおもに南方の江蘇省，浙江省あたり

に拠点が集約され，漢代ほどの活況は見られな

くなる．鏡式も四神四獣鏡を基本とする神獣鏡，

画像鏡，変形四葉文鏡，菱鳳鏡が主となり，銘

も判読が困難なものが多くなっている．
QI) 

「黄武元年五月丙五■■ 日中造作明鏡…」

「嘉興元年歳在大陽乾〈~< [坤］合作王道始平

五月戊午所加日中制作覚百煉清銅服者萬年

位至侯王辟不（羊T」
魏晋南北朝時代の各鏡式のうち，特に神獣鏡で

は魏呉蜀三国の覇権をめぐる抗争を反映してそ

れぞれの国の年号を用いた紀年銘鏡や鏡の製作

者銘，あるいは所有者銘を用いた紀氏銘鏡がき

わだっている．

また，日本の古墳出土のいくつかの鏡式にお

いてもこれらの影縛を受けたことを示す紀年銘・

紀氏銘鏡が存在する．

「赤烏元年五月二十五日丙午（造）（作）（明）（党）

（百）（凍）（精）（銅）（服）（者）君侯（宜）（子）
UJI 

（孫）（寿）萬年」

「（赤）烏（七）年（太）（歳）在丙午昭如日中

造（作）明（党） 百（幽）潅服者富貴長楽

未央子孫（番）（昌） （可）（以）（昭）（明勺」
「景初三年陳是作鏡自有経述本是京師杜

（地） ■出 吏人■■ （位）（至）三公母人詫之
115) 

保子宜孫寿如金石分」

「景初四年五月丙午之日陳是作鏡 吏人銘之位
Q6) 

至三公母人詫保子宜孫寿如金石」

「正始（元）（年）（陳）（是）（作）（鏡） （自）

（有）（経）述本自（苅）師杜（地）命出（寿）
II/) 

（如）（金）（石）（保）子宜（孫）」
UBI 

「元康■年八月二十五日氏作鏡…」

3. 城山 1 号墳出土鏡銘文の成立の経緯

城山 1 号墳出土の三神五獣鏡には，次の銘文

が確認されている．そこで，この銘文を句節ご

とに検討してくこととする．

吾作明党甚大好

上有神守及龍虎

身有文章口街巨

古有聖人東王父西王母

渇飲玉冶飢食棗
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壽如金石

吾作明覚甚大好

「吾作明覚（鏡）」銘は前述（註20) のように，

後漢代の『建安』年号銘鏡に顕著であるが，「吾

作明党（鏡）」で言い切る先頭句の銘文は，後漢

の『建安』年号銘鏡をはじめ比較的古いタイプ

であることがわかる．国内及び若干の国外出土

を加えた46面の「吾作明党（鏡）」について観察

すると，このタイプの銘文の第二句には通常「幽

凍三剛」，「幽凍三商」，「幽凍宮商」のいずれか

が用いられる場合が多い．

ところが，城山 1 号墳の神獣鏡銘にも見られ

るように「吾作明党（鏡）」銘の後に「甚大好」

と類似の修辞句を付加する例がある．

「某氏作明党」に続いて「甚大好」を用いるもの

は次の例がある．

「吾作明党甚大好上有神守及龍虎身有文章

口衡巨 古有聖人東王父西王母渇汲玉詮飢食

棗壽如金石」< 1 ~ 3 >

「吾作明党甚大好上有神守及龍虎身有文章

口衡巨 古有聖人東王父西王母渇汲玉淫飢食

棗五男二女長相保吉昌」< 4~5 >

「吾作明党甚大好上有神守及龍虎古有聖人

東王父渇汲玉泉飢食棗壽如金石」 <6~7〉

「吾作明覚甚大好上有東王父西王母仙人王

喬赤松子渇汲玉泉飢食棗千秋萬歳不知老

分」< 8 ~ 9 > 
「吾作明党甚大好上有王喬以赤松師子天鹿

其■龍天下名好世無雙」 <10~13〉

「陳是作鏡甚大好上有王父母左有倉龍右白

虎宜遠道相保」 <14~16)

「陳氏作鏡甚大好上有仙人不知老君宜高官

保子宜孫壽如金石」 <17~18)

「陳氏作鏡甚大好上有■守■ （龍）虎身有文

章口衡巨古有聖人王父母渇汲玉泉飢食棗」

<19>

「陳氏作鏡甚大好上有■■■龍虎身有文章

口衡巨 （古）有聖人王父母渇玉泉」く20〉

「張是作寛甚大好 …有聖■東王父■■■■」

く21 〉

これらの銘文を観察すると次ぎのようなことが

解る．

いずれの紀氏銘がきても「…甚大好上有」

の後第二句に「神守及龍虎」が続 <A タイプ，

以下同様に「東王父西王母」が続< B タイプ，

「王喬以赤松」の続 <C タイプ，「仙人不知老」

の続 <D タイプに整理される．

鏡の銘の分類に関しては，樋口隆康（『古鏡』

(1979)) によるものがある．本稿では，第一句

の「某氏作党（鏡）」の後に修辞句を付加する銘

に主眼を置いた検討を目的とするためあえて枝

葉にいたる細分化を踏製していない．したがつ

て，樋口分類のうち本稿と関係する分類ではお

およそ次ぎのような対比関係にある．

A タイプ…Re 式， B タイプ…Ral式• Ra2式，

C タイプ…Rbl式·Rb2式， D タイプ… K式に相
1291 

当する．

また，前例の「張是作党」の「…甚大好 … 

有聖■東王父■■■■」は，第二句に「神守及

龍虎」を含んでいることが推定されることから

Aタイプであると考えられる．「慎大好」を用い

るものでは

「尚方作党員大好上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗浮滸天下放=海為國保」 (22〉

「尚方作党慎大好上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食」く23〉

「尚方作党慎大好上有山人不」く24〉

「王氏作党員大好上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗浮滸天下赦圭海 壽如金石之天保楽未

央」く25〉

「吾作明党慎大好浮由天下（赦）四海用青同

至海東」 (26〉がある．

「衰氏作覚興大好上有東王（父西王母 山）

人子高分赤雨子長保二親 …孫子…」 (27〉で

は「…慎大好上有」の後に「東王父西王母」

が続< B タイプ，「仙人不知老」が続 <D タイプ

があり，「吾作明党」 (26) の「…慎大好浮由

天下（放）四海用青同至海東」は「…員大好

上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗浮由天下
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（赦）四海 用青同至海東」と補うことが可能で

あり， D タイプの省略されたものと考えられる．

また，前漢鏡のいわゆる TLV 鏡と呼ばれる規

矩文鏡中に「作佳鏡成慎大好上有仙人不知老

渇飲玉泉飢食棗壽如金石」銘があり，城山 1

号墳出土の神獣鏡銘はこれらの銘文が下敷とな

っていることは充分に考えられる．

「甚大エ」を用いるものでは

「吾作明党甚大エ上有王喬以赤松師子天■

其■龍天下名好世無雙 ■■■■壽■■」
く28~29〉

は「…甚大エ上有」の後に「王喬以赤松」の

続< C タイプである．

また，「鏡陳是作甚大工荊暮周放用青同君

宜高官至海東保子宜孫」 (30〉では「…甚大工

上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗浮由天下

（赦）四海荊暮周餃用青同君宜高官至海東

保子宜孫」と補うことが可能であり，「慎大好」

系のD タイプの銘文と近いことが解る．

「慎大工」には

「田氏作覚慎大エ上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗千秋萬歳」 (31〉

「か氏作覚慎大エ上有山人大吉分」 (32〉

「石氏作覚慎大エ上（山人不）知老分」 (33〉

があり，すべて「…慎大エ上有」の後に「仙

人不知老」を続ける D タイプである．

「…慎大巧」には

「尚方作覚慎大巧上有仙人不知老渇（汲）玉

泉（飢）食棗東王父西王母」 (34〉

「尚方作覚慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉

■分」 (35〉

「尚方作党慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗七子」 (36〉

「劉氏作党慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉」

く37〉

「■氏作覚慎大巧上有山人不知老玉泉分」

く38〉

「太山作覚慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗壽長如此合」 (39〉

「尚方御覚慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉

飢食棗浮滸天下放圭彰壽如金石為國保」

く40〉

「尚方作佳党倶大巧上有仙人不知老渇汲玉

泉飢食棗浮滸天下赦四海為保壽如金石長楽

未央宜羊」 (41 〉

「尚方作佳党員大巧上有仙人不知老渇汲玉

泉飢食」 (42〉があり，いづれも「…員大巧上

有」の後に「仙人不知老」を続ける D タイプで

ある．

「張氏作鏡真巧」銘の場合は第二句以下に「仙

人王喬赤松子 師子辟邪世少有渇飲玉泉飢食

棗生如金石天相保分」 (53~57〉と続< B タイ

プく 8~9 〉の変形パターンである．

このタイプの銘は国内のみの出土である．

B タイプでは第二句の「東王父西王母」に続

き， c タイプ第二句に用いられている「仙人王

喬赤松子」を第三句に用いる場合があり，第四

句にはD タイプ第三句の「渇汲玉泉飢食棗」が

用いられている．

「…甚大好上有王父母左有倉龍右白虎

宜遠道相保」 <14~16)

「…甚大好上有東王父西王母仙人王喬赤松

子渇汲玉泉飢食棗千秋萬歳不知老分」 <8

~9) 

C タイプでは第二句「上有王喬以赤松」に続き

第三句に「師子天鹿其■龍」，第四句に「天下名

好世無雙」を用いる．

「…甚大エ上有王喬以赤松師子天■其■

龍天下名好世無雙 ■■■■ 壽 ■■」
く28~29〉

「…甚大好上有王喬以赤松師子天鹿其■龍

天下名好世無雙」 <10~13〉

「某氏作明党」に続いて「甚大好」類似の修辞句

を付加する場合には，紀氏銘を問わずD タイプ

の「仙人不知老」銘を第二句に用いるものの多

いことが解る．

従来より「甚」，「倶」及び「好」，「エ」，「巧」

は同音漢字の仮借文字とされるが，いづれの銘

文も D タイプであることからもそのことを裏付

けている．
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なお，「上有…」銘が第二句ではなく，最後尾

の第五句に用いられる例がある．「尚方作竜虎党

大母傷巧エ刻之成文章 白虎師子居中央壽

如金石佳自好 上有山人不知老分」(43~44〉で，

いずれも国内出土鏡である．

「吾作明覚（鏡）」で言い切るタイプと「吾作

明覚（鏡）…」と修辞句を付加するタイプでは，

前者が漠代には既に存在することからより先行

するものであることは疑い無いが，河南省浜県

出土の神人車馬鏡の銘文に「尚方作党真大巧

上有仙人不知老」銘（本稿D タイプ）が存在す

ることから，「吾作明（鏡）…」の後に修辞句を

付加する方法はわが国出土の鏡にはじめて用い

られたもではなく，銘文を考案する過程で先進

地域において当時流行していた銘文を参考に応

用されたものと考えられる．

このほかに，静岡・新宝院山 D ― 2 号墳出土

の「吾作党自有紀辟去不羊宜古市上有東王

父西王母 令人長命多孫子」銘四神四獣鏡は，

「吾作党」銘の後に「自有紀」の修辞句を付けな

がらいずれのタイプにも該当しない．城山 l 号

墳出土の吾作銘三神五獣鏡銘との関わりは直接

には無いため詳細は別稿に譲るが，同様のグル

ープには次ぎのような例がある．

「吾作明鏡自有紀除去不羊宜古市」（半円方

格帯神獣鏡）

「吾作明意自有紀 除去不羊宜市古」（飛禽走獣

文縁神獣鏡）

「吾作明覚自有己 明而日月世少有延年益壽

分」（香川・飛禽走獣文縁神獣鏡）

「上方作党自有紀 除不羊吉」（変形連弧文鏡）

「黍言之始自有紀凍治錫銅去異宰除去不羊

宜古市」（唐草文縁四神鏡）

「君魏高官位至三公上方作自有紀除去不羊

宜古市令人長命不知老 長保二親五男四女九

子父男為王」（獣首鏡）

上有神守及龍虎

漢式鏡に見られる古典的な用法は四神鏡に代

表される「… 上有仙人不知老分 渇汲玉泉飢

食棗 …」の簡素なスタイルである．

「… 上有」の後に「神守及龍虎」銘がくる

タイプを本稿ではA タイプと呼んでいるが，今

のところ A タイプの銘は国内出土鏡銘文のみで，

なおかつ「吾作明党甚大好」銘を第一句とする

神獣鏡に限られる．

「吾作明党甚大好上有神守及龍虎 身有文

章口衡巨 古有聖人東王父西王母渇汲玉淮飢

食棗壽如金石」 <1~3 〉

「吾作明党甚大好上有神守及龍虎身有文章

口衡巨古有聖人東王父西王母 渇汲玉治飢食

棗五男二女長相保吉昌」< 4~5 >

「吾作明覚甚大好上有神守及龍虎古有東王

父渇汲玉泉飢食棗壽如金石」< 6~ 7 〉「吾

作明党甚大好上有神守及龍虎古有東王父

渇汲玉泉飢食棗 壽如金石」は，第二句に「身

有文章口衡巨」が，第三句に「聖人」と「西王

母」がそれぞれ欠落したものと考えられ，「渇汲

玉泉飢食棗」に続く「壽如金石」と「五男二女

長相保吉昌」の二つのパターンを認めることが

できる．

「五男二女 長相保吉昌」のパターンは，獣

首鏡の「君長高官位至三公 上方作覚自有紀

除去不羊宜古市令人長命不知老 長保二親五

男四女九子 父男為王」や細線獣帯鏡の「天日

之光■八子九孫 辟去不羊輿天無極」等漢式鏡

において「長保二親」銘に対応して用いられる

「八子九孫」を用いるのと同様に古い用法である．

く 4~5 〉が吾作銘四神四獣鏡であることもこの

銘文の古いパターンであることを充分納得させる．

なお，「九子」は楚辞『天問』に「女岐無合夫

焉取九子」（神女である女岐は夫と一緒にならず

に九子をもった）とあり，多くの子をもつ，つ

まり子孫繁栄のたとえとして既に用いられてい

たことがわかる．

また，この他には，「陳氏作党」銘に次ぎの 2

面がある．

「陳氏作鏡甚大好上有■守■ （龍）虎身有文

章口衡巨古有聖人王父母渇汲玉泉飢食棗」

く19〉

—-70 (70) -



香取の古墳と吾作銘鏡

「陳氏作鏡甚大好上有■■■龍虎身有文章

口衡巨 （古）有聖人王父母 渇玉泉」 <20〉

身有文章口街巨

1978年刊行の報告書では「身有文章衡巨」

と「章 衡」の間が空欄となっているが，筆者

の観察によれば「口」も確認できたので，本稿

では「身有文章口衡巨」として扱うものとする．

「身有文章」と似た用い方が，「…大母傷」銘

および「…慎母傷」を先頭句とする一連の銘文

に見ることができる．

「尚方作竜虎党大母傷巧エ刻之成文章 白虎

師子居中央壽如金石佳自好上有山人不知老

分」 <43~44〉

「尚方作覚大母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟非祥 （主鳥玄武）主四影 子孫備具居中央

長保二親楽富（昌）」く45〉

「■氏作覚大母傷保二親分」 <46〉

「青盗作覚大母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟不祥朱鳥玄武順陰陽長保二親楽富昌」

く47〉

「青蕪作党大母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟不祥朱鳥玄武順陰陽子孫備具居中央長

保二親楽富昌 壽敏金石如侯王」 <48〉

「尚方作覚大母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟不祥朱鳥玄武順陰陽子孫備具居中央長

保二親楽富昌 壽敷金石如侯王青蓋為志回巨

央」 (49〉

「尚方作党大母傷巧エ刻之成文章 白虎師子

巨中央壽如金石佳自好上有仙人不知老分」

く50 〉

「張氏作党大母傷長■二（親）楽未央八子百

孫巨高堂 為吏宜官至侯王」 (51 〉

「尚方御党慎母傷巧エ刻之成文章左龍右虎

辟不祥朱鳥玄武順陰陽子孫備具居中央長

保二親楽富昌 壽軟金石如侯王」 <52〉

これらの銘文では，第二句で「巧エ刻之成文章」

で（巧工はこれに刻み銘［文章］を成す）を説

き，「左龍右虎辟不祥」「朱鳥玄武順陰陽」で『龍』

『虎』『朱鳥』『玄武』という方位を表す四神獣を

詠い，以下に続＜銘で鏡の所有者の大願成就を

願うものとなっている．

「身有文章口衡巨」は文意に脈絡が無く解り

にくい表現であるが，「巧工刻之成文章」に相当

する銘に関する表記と獣像を描いた画像に関す

る表記が結びついてしまった結果とも受けとめ

られる．

すなわち，「身」が仮借文字でないという前提

にたてば「身」とは鏡そのものまたは鏡背の図

柄を意味するものと思われ，「身有文章」で銘文

帯に銘［文章］が刻まれていることを語り，「口

衡巨」で獣像の口に巨［距］を衡［含］むもの

があることを記述し，七言絶句の形式を整える

ためにーまとめにされてしまったものと考えら

れる．なお，本鏡の獣像が口に含む巨（距）に

は『F』状と『一』状の両パターンが見られる．

「身有文章口衡巨」銘は第二句に「神守及龍

虎」銘のくる Aパターンにのみ用いられており，

この句節のかなり無理な組み合わせからも派生

的に生じた新しさが窺われる．

古有聖人東王父西王母

『東王父西王母』銘は，紹興出土の人物画像

鏡の銘に「東王父 西王母」，別の紹興出土の人

物画像鏡の銘に「呉王西王母 白虎」あるい

は「元興元年五月丙午日天大赦 広漠造作尚方

明党幽凍三商周得無極世得光明長楽未

央富且昌宜侯王師命長生如石位至三公

寿如東王父西王母仙人子立至公侯」のよ

うに中国出土の鏡では簡潔な表現が主流となっ

ている．

ところが城山 1 号墳出土鏡の銘文中では，「古

有聖人東王父西王母」銘のように改めていにし

えの神仙説話を解説しようとするかのような表

現がとられている．

東王父はもともと西王母の対となる神仙とし
(JO) 

て登場した経緯がある．「漠武帝内僻」において

武帝が七月七日に承華殿において西王母と会し，

西王母の持参した七つの桃（蝠桃）を西王母が

三つ武帝が四つ食べ，あまりのおいしさに武帝
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が桃を植えようと種を並べているのを見た西王

母が一つずつの桃の実が三千年に一つしか実ら

ないことを武帝に教え，長寿の秘訣を経典とし

て伝授するのであるが，武帝は伝授された秘訣

を全うする約束に反しその身を謹まなかったた

め，ついには天から下った火により伝授された

経典を祭る柏梁殿が焼失し，武帝の願いはかな

わぬこととなる．このように，王母または西王

母は長寿を授けてくれる神仙として既に考えら

れていたことがわかる．
00 

同様の物語りは「穆天子偲」において，周の

穆王の西征と西王母との出会いが語られており，

神仙である天界の西王母を地上の覇者（東王父）

が訪れたのち次ぎには西王母が地上の覇者とし

ての穆王を訪れる形で描かれている．

尚方作神人車馬画像鏡には，この説話に基づ

き神人（神仙像）と車馬が描かれている．

漢武帝内偲はこれを踏まえ西王母に並びたつ

地上の覇者としての長寿を願う王公（王父）と

して武帝を描き西王母が地上の覇者を訪れる形

をとり，後代には西王母は西方を東王父は東方

を治める一対の神仙として考えられるようにな

る．

後漢以降の中国では，『王父母』とあれば，『東

王父西王母』を指すのは周知のことであり， A

タイプの銘があえて『東王父西王母』について

の説明を『古有』と付与しなければならなかっ

たところに「古有聖人東王父西王母」銘の新し

さを感じるのである．

なお，画像鏡では西王母が頭上に『勝』を戴

せて描かれる古いタイプの神像表現から，次第

に『勝』が省略されてい＜ことも指摘されてい

夏
また，神獣像の表現について，西王母や東王父

をはじめその他の獣像の描き方の違いが製作工

人によるグループ差を示しているとした見解も
田）

出されている．

渇飲玉5全飢食棗

ところが，「漢武帝内偲」や「穆天子偲」の物

語よりも前の「山海経」においては，西王母は
閻

むしろ獣に近い表現が見られる．

「渇飲玉泉飢食棗」銘は本来は神仙の不老不

死の秘訣を説く句節であり，城山 1 号墳出土の

神獣鏡銘では，「…甚大好上有」に続き「神守

及龍虎」を第二句に，「古有聖人東王父西王母」

を第四句に，「渇汲玉治飢食棗」を第五句に用い

ている．これは， D タイプの銘文で「仙人不知

老」に続く第三句に用いられた「渇汲玉泉飢食

棗」が， A タイプでは第四句の「古有聖人東王

父西王母」の後に用いられていることになる．

すなわち，第二句で画像モチーフの「神守及

龍虎」のアピールを行ったため， D タイプの「仙

人不知老」銘の役割を「古有聖人東王父西王母」
135) 

銘が果たすべく挿入されたものと考えられる．

「…興大好上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

浮滸天下赦圭海為國保」 (22〉

「…興大好上有仙人不知老渇汲玉泉飢食」

く23〉

「…慎大好上有山人不」 (24〉

「…慎大好上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

浮滸天下赦圭海 壽如金石之天保楽未央」 (25〉

「…員大エ上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

千秋萬歳」 (31〉

「…慎大エ上有山人大吉分」 (32〉

「…慎大エ上（山人不）知老分」 (33〉

「…慎大巧上有仙人不知老渇（汲）玉泉（飢）

食棗東王父西王母」 (34〉

「…慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉■分」

く35〉

「…員大巧上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

七子」 (36)

「…慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉」 (37〉

「…慎大巧上有山人不知老玉泉分」 (38)

「…慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

壽長如此分」 (39〉

「…興大巧上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

浮滸天下放圭彰 壽如金石為國保」 (40〉

「…興大巧上有仙人不知老渇汲玉泉飢食棗

浮滸天下放四海為保源如金石長楽未央宜
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羊」 (41 〉

「…慎大巧上有仙人不知老渇汲玉泉飢食」

く42〉

「…甚大好上有仙人不知老君宜高官保子

宜孫壽如金石」 <17~18〉

「…慎大好浮由天下（赦）四海用青同至海東」

く26〉

「…甚大エ荊暮周牧用青同君宜高官至海

東保子宜孫」 (30〉

壽如金石

「壽如金石」銘は朝鮮民主主義人民共和国大

同江区第二号墳出土四葉文紐連弧文鏡の「長宜

子孫 ■如金石」をはじめ，「壽如金石」の後に

「之国保」や「之天保」や「如侯王」を続ける場

合が多く見られるが，国内出土鏡では「壽如金
Cl6) 

石」と言い切るものや，「壽如金石」の後に「佳

自星，雰」，「保子宜嘉」を続けるものがある．
なお，三角縁神獣鏡のうち「張氏作」銘鏡の「生

(40) 

如金石天相保号」銘は「壽如金石之天保長相保

吉昌分」銘の省略形と見られ，四神鏡の「壽倣
(41) 

金石侯王」銘は「壽如金石侯王」と用いるもの

もあることから，これらはいずれも「壽如金石」

パターンの一つとして考えてもさしつかえない．

4. 銘文の構成に見られる成立の新古

それぞれのタイプ別に出土地を観察すると，

Aタイプは京都府椿井大塚山・伝岐阜県可児郡·

千葉県城山 1 号・伝愛知県豊田市・奈良県大塚

新山・奈良県佐味田・滋賀県古富波山・京都府

内里といづれも国内出土であることが解る．

B タイプでは岡山県湯迫車塚・京都府椿井大

塚山・神奈川県真土大塚山・奈良県都介野・群

馬県三本木の他，朝鮮民主主義人民共和国大同

江区出土の人物画像鏡に「（哀）氏作党多子孫

上有東王父西王母長如山石分」銘があり， D

タイプ同様その起源は国外に求められそうであ

る．

C タイプでは兵庫県コヤダニ・静岡県平川大

塚・京都府椿井大塚山・福岡県石塚山・広島県

中小田・大阪府万年山であり，やはり Aタイプ

と同様に国内での出土となっている．

D タイプでは奈良県佐味田宝塚• 岡山県湯迫

車塚・滋賀県小篠原・大阪府国府・静岡県東貝

塚・奈良県三室以外は出土地不明のものを除き，

朝鮮民主主義人民共和国大同江区といった国外

の出土である．このことから B•D タイプの「某

氏作（明）党」に続いて「甚大好」類似の修辞

句を付加する場合には，その成立が中国あるい

は朝鮮半島において日本のみで出土する A, C 

両タイプに先行しておこなわれた可能性が強い

と言える．

「上有神守及龍虎」銘及び「上有王喬以赤松」

銘が国内のみの出土であり，「上有仙人不知老

（分）」のより広範な分布と比較すると A•C 夕

イプの銘文はやはり派生的な存在であると見ら

れ， B タイプはD タイプと A·C タイプの中間

的な要素をもっている．

A タイプ：吾作銘三神五獣鏡，吾作銘四神四

獣鏡，陳氏作党銘二神二獣鏡，張是作党銘二神

二獣鏡

B タイプ：陳是作四神二獣鏡，吾作銘五神四

獣鏡，神人龍虎鏡

C タイプ：吾作銘三神五獣鏡，吾作銘四神四

獣鏡

D タイプ：陳氏作神獣車馬鏡，陳氏作二神二

獣車馬鏡，吾作銘二神二獣鏡，人物画像鏡，，劉

氏作神人龍虎鏡，四神鏡，鋸歯文縁四神鏡，流

雲文四神鏡，唐草文縁四神鏡，細線獣帯鏡，半

肉彫獣帯鏡

タイプ別に見た鏡式のセットからも B·D タ

イプの銘文の起源が国外にあることを裏付けて

いおり，吾作銘三神五獣鏡を含むA·C タイプ

よりも古いものと考えられる．

樋口隆康は，中国鏡にはそれぞれ鏡種ごとに

固有の銘が用いられる場合があることに注意さ

れ，三角縁神獣鏡固有の銘が有ることと同様に

中国鏡にも固有の銘があり，他の類例がないこ

とを根拠として鏡の製作地の特定には至らない
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国内出土鏡 中国出土鏡

図 4 中国及び国内出土鏡銘の関係

WI 
ことを指摘されている．

任意の鏡種に固有の銘が中国出土鏡にある場

合にはその銘が中国で成立したとすることに問

題はない．また，ある鏡種に固有の銘であって

も中国出土鏡と国内出土鏡のいずれにもある場

合はその銘の成立も中国であると考えることに

問題はない． ところが，国内出土鏡のみに固有

の銘が存在する場合は正確には二つの考え方が

ある．一つはその銘は中国で成立したがたまた

ま国内でしか出土しない鏡に刻まれているため

中国では確認されない場合であり， もうーつは

その銘が国内で借用されたか派生的に考案され

た国産の銘である場合である．

樋口の見解は最初の場合について説明された

もので，中国出土鏡に固有の銘があるように国

内出土鏡に固有の銘があっても両者がともに中

国製の鏡であれば当然であることを強調された

ものと思われる．誠に鋭い御指摘と言うほかな

い．この御高説を参考とすれば，固有の銘をも

つ鏡種の製作が中国で行われたのとほぼ同様に

製作されたなら，中国鏡としての要素を充分に

反映した銘をもつ鏡種が中国以外で考案された

場合にも中国鏡の一種として論理的に成り立っ

こととなる．

筆者が検討した国内外出土の282面の鏡の銘文を

観察した限りでは，中国出土鏡にも全く例のな

い用い方をする銘は少なくとも国内には確実に

存在している資料であり，後の場合を完全に打

ち消すことも困難と言える．

次ぎに城山 1 号墳の神獣鏡と同型鏡の分有関

係にある京都・椿井大塚山古墳との関係につい

て考えてみたい．

同型鏡の分有に関しては最近，従来の小林行雄

説に対して多くの批判があるが遠く離れた各地

の古墳から同型の鏡が確認される事実を前に，

単なる偶然の一致とする解釈は説得力に欠ける．

この意味で近藤喬ーの「分有関係が鏡の出土の

背景に大きな意図があったことを示す」とする
(JJ) 

意見を否定する理由はない．

第 5 図は椿井大塚山古墳出土鏡のみと同型鏡

の分有関係にある古墳の相関図である．ただし，

図中の数字は京都大学文学部考古学研究室「三

角縁神獣鏡出土地名表ー同第鏡番号」図録『椿

井大塚山古墳と三角縁神獣鏡』 (1989) による．

椿井大塚山古墳出土鏡のみと同型関係にある古

墳出土では 6 セット 16面が吾作銘鏡であり，？〇

は「吾作明党」と言い切るタイプの古い表現の

もので，それ以外の12• 13がA タイプ， 14 は B

タイプ， 19 は C タイプに該当する．

また，椿井大塚山古墳と同型鏡を分有する関係

にありながらそれ以外の古墳出土の鏡とも同型

関係を持つ古墳では 3 セット 5 面が吾作銘鏡で

あり， 16がA タイプで奈良・新山古墳， 19が C

タイプで大阪・万年山古墳及び福岡•石塚山古

墳， 20が奈良•佐味田宝塚古墳といった各地域

を代表するような重要な古墳に配布されている

ことが解る．（第 6 図）

椿井大塚山古墳出土鏡のみと同型関係にある

古墳では吾作銘鏡の数蟄的な割合が高いー方，

椿井大塚山古墳と同型鏡を分有する関係にあり

ながらそれ以外の古墳出土の鏡とも同型関係を

持つ古墳では吾作銘鏡の数量的な優位さはない

ものの，配布先の決定には意図的なものすら感

じられる結果となっている．

覇権をかけた政治活動のために行う行為には

より明確な意志表示が必要であったはずであり，

「吾作」の意味するところはきわめて重要な意義

をもつ．
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図 5 同型鏡分有関係図 (1) 

① 

図 6 同型鏡分有関係図 (2) 

すなわち，同型鏡の配布には目的があったは

ずであり，結果を受けての分有関係の成立と見
(4-0 

るべきである．

話題を「吾作」銘鏡の分有関係のみに絞った

場合，椿井大塚山古墳と同型鏡を分有する関係

のグループの他に，それ以外の古墳出土の鏡と

も同型関係を持つグループ，椿井大塚山古墳以

外の古墳と同型鏡の分有関係をもつグループ，

単独でもつグループがそれぞれ存在し，国内出

土の42面の「吾作」銘三角縁神獣鏡のうち，同

型関係を有する「吾作」銘鏡30面中前二者の占

める割合は実に70% に達している．

小林行雄は「銘帯および文様帯による検討」

（三角縁神獣鏡の研究 (1976)) の中で，第一句

が某氏作ではじまるか吾作ではじまるかに注目

した分析を試みられ，吾作の『吾』は鏡の発注

者を限定しないための配慮から考案した表現で

あると考えたいと述べているが，裏返して考え

てみるとそれは特定の所有者を意図させない紀

氏銘表現であることを意味している．もしも『吾』

にこのような認識が存在していたのならば，自

らの下賜行為を霧散と化す状況を魏の皇帝周辺

が配慮したとは考え難い．

椿井大塚山古墳出土の吾作銘の鏡は銘文を持

つ 14面の鏡のうちおよそ64% に当る 9 面を占め

ている．残る 5 面は張氏作が 2 面，陳是作，陳

氏作，張是作がそれぞれ 1 面づつである．この

ことからも，椿井大塚山古墳の被葬者がいかに

意図的に「吾作」銘鏡を扱ったかが推測される

のである．同型鏡の配布を意図した者がいたと

すれば「吾」が流動的な鏡の所有者としてより

も，より示威的なステータスの証として誇示し

たであろうことは充分に考えられる．そのこと

は配布者が限りなく発注者に近い関係にあるこ

とを想起させる．

同型鏡が配布することを前提としたのであれ

ば，配布の起点が椿井大塚山古墳の被葬者に代

表される鏡の所有者にあることを意識させる行

為が行われたと考える方が無理がない．

鏡の配布の終点は同型鏡の出土古墳であるこ

とは言うまでもないが，「某氏作」銘鏡に見られ

るように鏡の製作者名ならばともかく，所有者

の特定できない紀氏銘表示の同型鏡を再配布し

た場合，吾作の『吾』が鏡の発注者を限定しな

いとの認識のもとでは配布者さえ特定できなく

なってしまうことになる．

また，中平四年銘鏡「惟中平四年 太歳在丁

卯吾造作尚方明鏡広漢西蜀合 ■黄■利無

照世得光明買此鏡人尚歓虞家当臣■師

侯太吉祥」をはじめ，鏡の商品化の一段とすす

んだ漢代末期にいたっても鏡銘中の「吾」が不

特定の発注者を示す例は無い．

銘文が単にいろいろな銘文の部分部分を適当

に組み合わせたり省略した結果であると言うよ

りも，一見継ぎ矧状で文意を解釈することが不
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可能にも思われる銘文の構成もその組み合わせ

にはいくつかのパターンがあり，鏡種を問わず

国内出土鏡でのみ用いられる表現の抽出を試み

ることで鏡の舶載・イ方製の認識に新たな一面を

見いだす可能性があることを指摘しておきたい．

こうした視点から観察すれば，城山 1 号墳出

土の三神五獣鏡の銘文は古いタイプの銘を参考

にしながらも，独自に再編した様相も窺わせて

おり，この意味で若干後出の銘となっていると

言わざるを得ない．

こうした鏡が舶載か国産かを論ずる前に，一

方では鏡が畿内の一有力者のもとに大量に集め

られていたことと，また一方では同型の鏡が地

方の有力者の手元に残されていたという客観的

事実をもとにそれぞれの鏡のもつ属性情報の再

確認の作業を行い，そのうえで改めて背景にあ

る要因について科学的根拠に基づき検討する必
(4fil 

要性を指摘したい．

本稿執筆にあたり，小見川町教育委員会生涯

学習課松山裕正氏には資料の提供等大変お世話

になった．文末ではあるが謝意を表したい．

図版について，巻末図版は高解像度スキャナ

ーにより入力した画像を Apple 社の Quadra950

で Adobe 社の Photoshop を使用し銘文等の解

像度を変更し，ディジタルフィルムレコーダ イ

マプロ QCRZi で8K (8192 x 6144pixel) モード

により製版用 4 X 5 ポジフィルムを作成した．

また，フィルムはコダクロームを使用したため

原品の資料よりも若干マゼンタ（赤）が強くな

っている．

図 3 は Adobe 社の Illustrator 3.2 (J) で作図

を行った．

引用銘文出土遺跡一覧

1 吾作銘三神五獣鏡 京都・椿井大塚山古墳

2 吾作銘三神五獣鏡岐阜・（伝）可児郡可児町

出土

3 吾作銘三神五獣鏡千葉・城山 1 号墳

4 吾作銘四神四獣鏡 京都・椿井大塚山古墳

5 吾作銘四神四獣鏡 奈良・大塚新山古墳

6 吾作銘三神五獣鏡 (2 面） 京都·椿井大塚

山古墳

7 吾作銘三神五獣鏡愛知・（伝）豊田市出土

8 吾作銘五神四獣鏡 京都・椿井大塚山古墳

9 吾作銘五神四獣鏡 奈良・都介野出土

10 吾作銘四神四獣鏡 (2 面） 京都・椿井大塚

山古墳

11 吾作銘四神四獣鏡福岡•石塚山古墳

12 吾作銘四神四獣鏡 広島・中小田古墳

13 吾作銘四神四獣鏡 大阪・万年山古墳

14 陳是作銘四神二獣鏡 岡山・湯迫車塚古墳

15 陳是作銘四神二獣鏡 京都・椿井大塚山古墳

16 陳是作銘四神二獣鏡 神奈川・真土大塚山古

墳

17 陳氏作銘神獣車馬鏡 岡山・湯迫車塚古墳

18 陳氏作銘神獣車馬鏡 奈良·佐味田宝塚古墳

19 陳氏作銘二神二獣鏡 滋賀・富波古墳

20 陳氏作銘二神二獣鏡 奈良•佐味田出土

21 張是作銘二神二獣鏡 京都・内里出土

22 細線獣帯鏡 出土地不明

23 唐草文縁四神鏡 出土地不明

24 鋸歯文縁四神鏡朝鮮民主主義人民共和国

（楽浪）出土

25 鋸歯文縁四神鏡 出土地不明

26 吾作銘二神二獣鏡 大阪・国府出土

27 神人龍虎鏡群馬・三本木古墳

28 吾作銘三神五獣鏡 兵庫・コヤダニ古墳

29 吾作銘三神五獣鏡 静岡・平川大塚古墳

30 陳氏作二神二獣車馬鏡 滋賀・小篠原出土

31 人物画像鏡 静岡・東貝塚出土

32 四神鏡朝鮮民主主義人民共和国（楽浪）郡

出土

33 細線獣帯鏡 奈良・三室出土

34 人物画像鏡 朝鮮民主主義人民共和国（楽浪）

出土

35 鋸歯文縁四神鏡朝鮮民主主義人民共和国

（楽浪）出土

36 半肉彫獣帯鏡 出土地不明

37 劉氏作神人龍虎鏡 出土地不明

38 人物画像鏡 出土地不明

39 鋸歯文縁四神鏡 朝鮮民主主義人民共和国大

同江区王光墓出土

40 流雲文四神鏡 出土地不明

41 流雲文四神鏡 出土地不明

42 鋸歯文縁四神鏡 出土地不明

43 尚方作龍虎獣帯鏡 兵庫・吉島古墳

44 尚方作龍虎獣帯鏡 京都・一本松塚古墳

45 流雲文四神鏡三重・斎宮出土
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46 細線獣帯鏡 朝鮮民主主義人民共和国（楽浪）

出土

47 細線獣帯鏡 （伝）大阪・某御陵出土

48 細線獣帯鏡 朝鮮民主主義人民共和国大同江

区第 2 号墳

49 細線獣帯鏡 岐阜・揖斐郡野出土

:50 半肉彫獣帯鏡 兵庫・吉島古墳

:51 半肉彫獣帯鏡 出土地不明

52 尚方御覚銘四神鏡 出土地不明

53 吾作銘三神五獣鏡 京都・椿井大塚山古墳

54 吾作銘三神五獣鏡 香/II ・奥 3 号培

55 吾作銘三神五獣鏡 静岡・連福寺古墳

56 吾作銘三神五獣鏡 泉屋博古館蔵鏡

57 吾作銘三神五獣鏡 （伝）群馬·三本木出土

註

(1) 「古墳発見石製模器具の研究」 高橋健自

帝室博物館楽報第一冊 (1919)

(2) 「日本の石枕」 千葉県立房総風土記の丘

(1979) 

「房総の石製模造品」 石倉亮治 闘千葉県

文化財センター研究紀要 8 (1984) 

(3) 「城山 1 号前方後円墳」 千葉県香取郡小

見川町教育委員会 (1978)

(4) 「三角縁神獣鏡の研究一塑式分類編一 2・三

角縁神獣鏡同苑鏡目録」 小林行雄 古墳文

化論考 (1976)

(5) 前掲註 4 に同じ

神像の頭上の冠に個々の突起が逆三角形に近

いものや両端が渦状に巻き上がったものがあ

ることを指摘し，前者を『三山冠』後者をり渦

状冠』と仮称した．

(6) 「漢鏡の岡柄二，三について」『東方学報』

第44冊林巳奈夫京都大学人文科学研究所

(1973) 

漢鏡に表現された神像の特徴から，三段式神

獣鏡から華蓋，天皇大帝，蒼頷，神農を，重

列式神獣鏡では西王母，東王父，蒼頷，神農，

伯牙，鍾子期，黄帝，句芭，天皇大帝，南極

老人，五帝，常儀，義和，菌のそれぞれ神獣

の抽出を試みられている．

(7) 河北省満城県賓縮幕出土鏡銘

(8) 伝：安徽省壽州出土鏡銘

(9) 福岡県飯塚市立岩遺跡10号甕棺出土鏡 (7

号鏡）

「内清質以昭明光輝象而夫日月 心忽・而

願忠 然・塞而不泄」『揚』，『甕』が脱字とな

っている．

(10) 福岡県飯塚市立岩遺跡10号甕棺出土鋭 (2

号鏡）

「内清質以昭明光輝象而夫日月 心忽楊而

願忠然型塞而不・」（内圏）『泄』が脱字とな

っている．

噂精白而事君 窓而i云之合明 ・玄錫之澤
流恐疏遠而日忘 … 美… 外承・之可兌

…令京 ・永・而母絶」（外圏）
『イ恥， 『懐』， 『棄』， 『之』， 『窮』， 『咄』， 『馳』，

『思』，『突』，『｛兆』，『之』，『願』，『思』の各字

が脱字となっている．

(11) 書道博物館（中村不折氏）蔵鏡銘

(12) 『四 JII 省出土銅鏡』 1960. 四川省博物館，重

慶市博物館

(13) 遼陽付近蔽家屯古墳出土鏡，慶尚北道琴湖

面出土鏡

(14) 岡山県山手付近出土鏡

(15) 福岡県飯塚市立岩遺跡10号甕棺出土鏡 (1

号鏡）

「日有喜月有富 楽母事常得・ 美人會竿痣

侍西市程萬物平老復丁死復生酔不知

醒旦星」

『意』が脱字となっている．

福岡県飯塚市立岩遺跡10号甕棺出土鏡 (4 号

鏡）

「日有喜月有富 楽母事常得意 美人會竿悲

侍貿市程萬物平老復丁死復生酔不知醒

'"」

『旦』，『星』が脱字となっている．

(16) 福岡県飯塚市立岩遺跡10号甕棺出土鏡 (5

号鏡）

虚清白而事君葱i云志罐之食明之玄錫之
澤流恐疏遠而日忘 ■漿美之窮咄外承馳

之可兌慕突桃之令京願分永思而母絶 消光

哉宜佳人」
『菜』，『之』，『窮』，『咄』，『罐』，『慕』，『突』，

”臼，『之』，『佳』，『人』が脱字となっている．

(17) 前漢鏡の銘文解釈については西田守夫らの

詳細な分析が行われており，戦国時代の楚国

の屈原を始めとする楚歌を集めた『楚辞』に

参照すべき詩文が多く見られる．

(18) 朝鮮民主主義人民共和国平壌市大同江区石

厳里出土の連弧文鏡

(19) 後漢の年号である『元興元年 (105年）』銘

の現状乳神獣鏡銘文
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石倉亮治

神獣鏡の図像ー白牙拳楽の銘文を中心として

ー西田守男 MUSEUM 第207号

東京国立博物館 (1968)

西田守男は，『元典元年 (105年）』銘鏡の三神

像のうち一神を弾琴像とし，残る二神のうち

通天冠をつけた一神を東王父とするも，他の

一神の西王母とすべき像の頭の『勝』があき

らかでないことを指摘している．

(20) 安徽省蕪湖市緒山102号墓出土の重列式神

獣鏡

後漢献帝の暦年号である『建安』年号

(196~219) 銘には『建安元年（または六年）』，

『建安七年』，『建安八年』，『建安十年』，『建安

十四年』，『建安十九年』，『建安廿一年』，『建

安廿二年』，『建安廿四年』が存在し，それら

の紀氏銘では『吾作明覚』の多いことが知ら

れている．

なお，『建安』は後漢末の年号であり，魏の曹

王が220年に『黄初』年号を制定し，事実上後

漢は滅亡する．

(21) 三国呉の孫権が魏の文帝に抗して制定した

黄武元年 (222年）銘対置式神獣鏡で伝浙江省

紹興出土鏡．

(22) 西田守男は1992年11 月 23 日に五島美術館に

おいて行われた講演の中で，かつて呉，蜀，

西晋の三つの国の年号として採用された『建

典』年号銘と解読された時期もあったこの鏡

について，西涼の『嘉典』年号銘であること

を指摘された．

筆者の観察でも二枚ある同型鏡のうちの一方

には確かに『嘉興元年』 (417年）で始まる銘

文が認められ， きわめて希な国の年号をもつ

鏡であることが確認できた．

(23) 山梨県西八代郡三珠町鳥居原狐塚古墳出土

の『赤烏元年 (238年）』銘の対置式平縁神獣

鏡で，呉の『赤烏』年号銘をもっ．

(24) 兵庫県宝塚市安倉古墳出土の赤烏（七）年

(238年）銘対置式神獣鏡

赤烏（ ）年の（）内の年数については十の

可能性もあるとする意見がある．

(25) 島根県大原郡加茂町神原神社古墳出土の

『景初三年』銘同向式三角縁神獣鏡

『景初三年 (239年）』銘鏡にはこの他大阪府

和泉市上代町黄金塚古墳出土の「景初三年陳

是作銘詑之保子宜孫」銘の画文帯同向式神獣

鏡があり，魏の『景初』年号銘をもっ．

(26) 京都府福知山市広峯15号墳出土の斜縁盤龍

鏡で，年号としては実存しない『景初四年』

銘をもつ．このことについて，王仲殊は日本

に渡来していた呉の鏡造りの職人である陳是

が中国の改元の事実を知らずに製作した結果

であるとする．

同様の年号をもつものが兵庫県辰馬資料館に

もう一面収蔵されており，「景初四年五月丙午

陳是作鏡吏人銘之位至三公母人銘之保子宜孫

寿如金石分」で，同一銘をもつ斜縁盤龍鏡で

ある．

(27) 山口県新南陽市竹島古墳出土の『正始元年』

銘同向式三角縁神獣鏡で，魏の r正始』年号

銘をもつ．

『正始元年 (240年）』銘鏡と考えられている

この他の鋭としては群馬県高崎市柴崎古墳出

土の「（正）始元年陳是作鏡自有経述本自？師

杜地命出寿如金石保子（宜）（孫）」銘の同向

式三角縁神獣鏡，兵庫県豊岡市森尾古墳出土

の「（正）（始）（元）（年）陳是作鏡自有経（述）

（本）自？（師）杜地命出寿（如）（金）（石）

（保）子宜孫」銘の同向式三角縁神獣鏡がある．

(28) 伝：京都府相楽郡山城町上狛古墳出土の晋

の『元康』年号銘をもつ平縁神獣鏡

(29) 樋口隆康による三角縁神獣鏡銘文の分類

k式：吾作明党（陳氏作党）甚大好上有仙

人不知老

Qa 式：尚方作党佳且好 明而日月世少有刻

Ral式：吾作明党甚大好 上有東王父西王母

Ra2式：陳是作党甚大好上有王父母

Rbl式：張氏作明鏡真巧

Rb2式：吾作明党甚大エ上有王喬赤松師子

天鹿

Re 式：吾作明党甚大好上有神守及龍虎

身有文章
(30) 「漢武帝内他」 班固（漠）撰 『（前略）

四月戊辰帝間居承華殿東方朔董仲舒在側忽見

―女子着青衣美麗非常帝愕然問之女射日我蒲

宮玉女王子登也乃為王母所使従毘裔山来語帝

日揖l子軽四海之禄尋道求生降帝王之位而炭祗

山獄勤哉有似可教者也従今日清斎不閑人事至

七月七日王母暫来也…（中略）…見西南如白

雲起鬱然真来邁趨宮庭須央轄近聞雲中爾鼓之

磐人馬之郭半食頃王母至也縣牧殿前有似鳥集

或乗白麟或乗白鶴或乗軒車或乗天馬禁儀敷千

光燿庭宇既至従官不復知所在唯見王母乗紫雲

之輩駕九色斑龍別有五十天倦側近鸞輿皆長丈

餘同執緑鹿之節偏金剛媛璽戴天真之冠咸住殿
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下王母唯扶二侍女上殿侍女年可十六七服青綾

之桂容眸流跨神姿清狡真美人也…（中略）…

又命侍女更索桃果須哭以玉盤盛倦桃七顆大如

鴨卵形園青色以呈王母母以四顆輿帝三顆自食

桃味甘美口有盈味帝食輯収其核王母問帝帝日

欲種之母日此桃三千年一生賓中夏地薄種之不

生帝乃止…（中略）…萬民坑降殺服遠征外域

路盈怒歎流血膏成毎事不従至太初元年十一月

乙酉天火焼柏梁豪真形圏霊飛経録十二事霙光

経及自撰初授凡十四巻井函並失王母知武帝既

不従訓故火災耳（後略）』

(31) 「穆天子博」巻二郭瑛（晋）註古文『（前

略）丁巳天子西征已未宿子黄鼠之山西乃遂西

征癸亥至子西王母之邦』

「穆天子博」巻三郭瑛（晋）註古文『吉

日甲子天子窟子西王母［西王母如人虎歯蓬髪
戴勝善嗚紀年穆王十七年西征毘裔丘見西王母

其年来見寅千昭宮］乃執白圭玄璧以見西王母
［執贄者致敬］好獣錦組百純［闊］組三百純［純
疋端名也周證日純吊不過五両組綬属音祖］西

王母再拝受之［闊］乙丑天子腸西王母干瑶池

之上西王母為天子謡徒歌日謡］日白雲在天山

訟［陵字］自出道里悠遠山川間之［間音諫］
将子無死［将請也］将尚能復来天子答之日予
蹄東土和治諸夏萬民平均吾顧見汝比及三年将

復而野［復反此野而見汝也］天子遂謳升子貪

山［弁食萩山日入所也］乃紀冗跡子食山之石

［銘題也］而樹之愧眉日西王母之山［言是西王
母所居也］西王母之山還蹄冗［閾］世民作憂

以吟日比祖西土［祖往也］妥居其野虎豹為群
於賠興慮［於讀日鳥］嘉命不遭［言守此ー方］

我惟帝［帝天帝也］天子大命而不可稲顧世民

之恩流沸晶隕吹笙鼓簑［簑在笙中］中心翔翔
［憂無薄也］世民之子唯天之望［所腑望也］丁

未天子飲干温山［閾］考鳥［紀年日穆王見西
王母西王母止之日有鳥聘人疑説此鳥脱治不可

知也］』

(32) 「両性具有ー絶対者としての西王母」 小

南一郎 『西王母と七夕伝承』 (1991)

(33) 「神獣像表現からみた三角縁神獣鏡」 京

都大学文学部考古学研究室 図録『椿井大塚

山古墳と三角縁神獣鏡』 (1989)

この中で，三角縁神獣鏡をそれぞれ「四神四

獣鏡群」，「二神二獣鏡群」，「陳氏作鏡群」の

三つの工人グループによる製作過程があるこ

とを論じている．

(34) 「山海経」巻二西山経郭瑛（晋）撰『又

西三百五十里日玉山是西王母所居也西王母其

状如人豹尾虎歯而善嘘蓬髪戴勝』（また西350

里に玉山があると言う．ここは西王母の住む

ところである．西王母その姿は人に似るが豹

の尾と虎の歯を持ち，声をあげて鳴り，髪は

ボサポサとして頭に勝を戴せている）

(35) 三角縁神獣鏡の研究一型式分類編一 4 銘帯

および文様帯による検討小林行雄三角縁

神獣鏡の研究 (1976)

『七言絶句鏡銘表』を提示され，「東王父西王

母」の名をあげる場合には第二句，第三句に

「上有神守及龍虎，身有文章口衡巨」の対句を

用い（本稿分類のA タイプ），続けて「古有聖

人東王父西王母」をおくことを定型とする傾

向が強いことを指摘している．また，「上有仙

人不知老」や「王喬赤松子」系の句を用いる

場合には，これをただちに第二句とすること

（本稿分類のD およびC タイプ）を指摘し，総

字数が30字を超える場合には，さらに「渇飲

玉泉飢食棗」の句を，神仙名をふくむ句の後

にそえる傾向があると述べている．

小林行雄は，資料として三角縁神獣鏡の同型

鏡に視点を置かれていたわけであるが，本稿

の考察によれば， B タイプの「上有東王父西

王母」銘は楽浪出土の人物画像鏡に， D タイ

プの「上有仙人不知老」銘の場合には漢鏡の

数種の四神鏡に既にその銘の用いていること

を確認できるのに対し， A タイプの「上有神

守及龍虎」銘およびC タイプの「上有王喬以

赤松」銘はいづれも国内のみの出土鏡銘であ

り，銘文においても独自に改編された銘のあ

る可能性を指摘しておきたい．

(36) 前掲引用銘文出土遺跡一覧の 1~3, 6, 

7, 17, 18に同じ

香川・御殿山出土の連弧文鏡

(37) 前掲引用銘文出土遺跡一覧の43, 44に同じ

兵庫・吉島古墳出土の獣帯鏡

(38) 前掲註25, 26に同じ

(39) 群馬・蟹沢古墳，兵庫・森尾古墳，山口•

御家老屋敷古墳出土の「正始元年」銘神獣鏡

(40) 京都・椿井大塚山古墳，香川・奥 3 号墳，

静岡・連福寺古墳，群馬・三本木古墳出土及

び泉屋博古館蔵の「張氏作鏡」銘三神五獣鏡

(41) 前掲引用銘文出土遺跡一覧の49

(42) 『三角縁神獣鏡綜鑑』 樋口隆康 (1992)

(43) 「同苑鏡の配布と分有」『三角縁神獣鏡』 近

藤喬ー (1988)
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王仲珠，菅谷文則，柳田康雄の見解をはじめ

とする，小林行雄の初期大和政権配布論によ

る「なんでもかんでも初期大和政権からの下

賜品とするといった感覚で，古墳時代の文物

の伝播を理解する立場」に対する批判があり，

そのことは「各地方の主体性を再確認する要

求」にねざしていることを指摘されている．

(44) 前掲註42に同じ

1 鏡質では，中国鏡は白銅質で鋳上がりが良

いのに対し， 1方製鏡は青銅の質が粗で鋳上

がりがよくない．

2 鏡体では，中国鏡は外区と内区との差が段

落によって明確であるのに対し，イ方製鏡で

は段落の差が小さく，厚みが同じか，徐々

に縁に向って厚くなっている．

3 文様表現の優劣がはっきりしており，とく

にイ方製鏡では図文の意味を理解しないで，

形だけをまねしたものがある．

4 銘文も図案的で偽銘帯となっている．

同型鏡の配布に関して樋口氏は，同型鏡の分

布が畿内の政権による全国統一を果たした結

果を意味するには，椿井大塚山古墳の被葬者

がすべての同型鏡をまず占有していたことが

大前提となることを指摘され，この考えにた

てば椿井大塚山古墳の被葬者が製品の大半を

入手することができる一つの可能性として国

内生産された場合，特に畿内に生産工房が存

在していた場合を例示されている．

銘文引用にあたり，本文註以外では以下の文献

を参照した．

また，同時に三角縁神獣鏡が中国鏡であると

すると，中国で製作された同型鏡の大半を倭

国の一豪族が専有することはきわめて困難で

あることも指摘されている．

會併せて，同型鏡の分有の主たる原因について，

鏡を商う商人の経済活動の結果であるとも指

摘されている．

(45) 樋口隆康は舶載鏡（中国製の鏡） とイ方製鏡

（国産の鏡）の違いとして次ぎの点を指摘され

ている．（『古鏡』 樋口隆康 (1979))
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『楚辞』 星川清孝新釈漢大系 (1970)

『漢式鏡』 後藤守一 (1973)

『立岩遺蹟』 福岡県飯塚市立岩遺蹟調査委員

会編 (1977)

『漢三國六朝紀年鏡ll,11説』 梅原末治 (1984復

刻版）

『紹興古鏡衆英』 梅原末治 (1984復刻版）

『古鏡漿英』上編一秦鏡と漢六朝鏡 後藤守一

(1985復刻再版）

『古代鏡文化の研究』 保坂三郎 (1986) 

『上海博物館蔵青銅鏡』 陳倶芽編 (1987)

『三角縁神獣鏡』 王仲殊 (1992) 

「前漢から元時代の紀年鏡」 五島美術館編

特別展『古鏡』図録 (1992) 



香取の古墳と吾作銘鏡
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